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本研究では、昨年度とは異なる方向性として、複数の業種についての調査・研究を
行い、また、基幹業務に重点を置いたことで、結果として、IT化の上流工程である企
業を取り巻く外部環境、問題点、課題などの調査を行い、それを前提にシステムを
研究するという流れになった。そして各研究対象業種における業務内容がどのよう
なものであるかについても昨年度よりも深く研究することができた。
各業種における基幹業務にフィットするシステムを調査すると、機能別に特化され
たシステムよりもその業種の業務を行う上で便利な機能が網羅された統合型シス
テムの方が有用なシステムが多いことが判明したことは非常に興味深かった。
また、PCだけでなくスマートフォン、タブレット等のモバイルツールを総合的に活用
するシステムが増加傾向にあり、システムとしての使いやすさが向上し、「何ができ
るかではなく、どのように活用するか」という視点においても進化していることが実
感できた。本研究においても、昨年度と同様に“掘り出し物”を発見することができ
た。

建設業（塗装業）では、「現場ごとの収支管理」が重要な経営課題として挙がった。
これは非常に手間がかかる作業であるが、おろそかになってしまうと見積りの精度
が下がり、“どこまで値引きを行えるか”の判断ができず、結果、赤字工事になって
しまう可能性があるからだ。今回は、このような課題にも対応できる塗装業に特化
した専門統合パッケージソフトを研究することができた。
飲食業（居酒屋）では、3つの重要経営課題を想定し、「顧客獲得」のための飲食業
専門ポータルサイト、「日々の売上・サービス管理」を向上させるための居酒屋基幹
業務ソフトウェア、「店の特徴の追及」を行うためのメニュー開発に有用なソフトウェ
アを研究することができた。
生活関連サービス（美容業）では、顧客一人一人へ個別に対応することが求めら
れ、「顧客（カルテ）管理」が重要課題として浮かび上がり、顧客データを活かすた
めに工夫された美容院（サロン）向けの専門ソリューションを研究することができ
た。

また、業種別のソリューション研究とは別に行ったグループウェアのフォローアップ
研究の結果、昨年度の研究から1年もたたないうちに状況がかなり変化しているこ
とが判明し、改めて、クライアントに適切なシステムを推薦するためには常にフォ
ローアップすることが有効であることを実感した。
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